
 

 

新たな伏見区基本計画づくりが進んでいます！ 

伏見区役所では，平成 23 年度からの区の総合的なまちづくりの指針「伏見区基本計画」の

策定に向け，平成２１年１０月から学識経験者や各種団体，事業者，住民円卓会議代表者，公

募委員などで構成される伏見区基本計画策定委員会を発足し，これまで協議を重ねてきました。

昨年８月から９月にかけては，次期基本計画の素案に対するパブリック・コメント（市民意見

募集）を実施し，今回，最終の策定委員会となる第５回会議を開催しました。 

 

第５回 伏見区基本計画策定委員会を開催しました！ 

 ～計画の愛称は 「皆でつくる すむまち伏見」 に決定～ 

平成２２年１２月 10 日，第 5 回伏見区基本計画策定委

員会を伏見区総合庁舎において開催しました。 

当日は，平成２２年８月から９月にかけて実施した「素

案に対するパブリック・コメント」の結果と，それを踏ま

えた素案の修正点について報告し，最終計画案について審

議しました。 

また，パブリック・コメントと同時に実施した計画の愛

称募集の結果を報告し，この会議で愛称を「皆でつくる  

すむまち伏見」に決定しました。裏面に，意見交換の概要

とパブリック・コメントの結果概要を掲載していますので

御覧ください。 

今後は，今回の協議を踏まえた最終案が策定委員会から

答申され，それを受けて京都市において計画決定を行い，平

成 23 年 3 月までに公表する予定です。 
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日時・場所 

【日時】平成２２年１２月１０日（金）

    午前 10 時～12 時 

【場所】伏見区総合庁舎大会議室 
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「伏見区基本計画策定委員会」の詳細を知りたい方は 
伏見区役所では，伏見区の総合的なまちづくりの指針となる次期伏見区基本計画の策定に取り組ん

でいます。平成 22 年 12 月 10 日に開催された伏見区基本計画策定委員会の内容とパブリック・コメ

ントの結果を詳しく知りたい方は，下記ホームページをご覧ください。 

◇伏見区役所ホームページアドレス http://www.city.kyoto.lg.jp/fushimi/index.html 

お問い合わせ先：伏見区役所区民部総務課（企画広報担当） 

 〒612-8511 京都市伏見区鷹匠町 39-2  

 TEL：075-611-1295（直通） FAX：075-611-4716 

 

伏見区基本計画（素案）へのたくさんのご意見ありがとうございました 

～伏見区基本計画（案）について～ 

○区の基本計画として，将来何が大事なのかが読んでいてわかりにくかった。リーフレット等

をつくり，２年に１回程度更新をしながら，重点的なものを示していくといいのではないか。

○中国帰国者の方が市営住宅に入居される際，日本語が不自由なため，本人も受け入れ側の

自治会も戸惑う。そうした実態が放置されている。もっと中身をしっかり捉えて政策を進

めていただきたい。 

○住民だけでなく，行政も大学との関係を密接にもってもらい，地域と大学の結びつきを強

固にしていただきたい。 

○重点戦略に「絆づくり・プロジェクト」を掲げている。市民活動の支援機関に加え，大学

も含めたさまざまな団体と連携を取りながら知恵の共有をし，住民の方々の活動をサポー

トしていくことを進めていきたい。 

○「多文化がいきづく伏見のまち・多文化共生プラン」のようなものが盛り込めないか。多

文化共生に関し，伏見ならではのもっと積極的な言葉があっていいのではないか。 

○重点戦略「融合プロジェクト」を説明する図に，この計画を推進する主体である「伏見で

すむ人」が出てこない。「伏見ですむ人」を書き入れてはどうか。 

○計画を見守るだけでなく進めていけるよう，意見があれば聞き，修正していくというこ

ともお願いしたい。 
   

～伏見区基本計画の愛称について～ 

○：将来像の「伏見ですむ」を生かした言葉か，計画のコンセプトである「共汗」を表した 

言葉を採用してはどうか。 

○：「皆でつくる未来の伏見」と「すむまち伏見」の２つの愛称案を組み合わせて，「皆でつ

くる すむまち伏見」としてはどうか。 

○：愛称は「皆でつくる すむまち伏見」とする。 

策定委員会における主な意見交換の概要 

次期伏見区基本計画の策定に向けたパブリック・コメント（市民意見募集）で、200 件のご意見と
74 件の愛称案が寄せられました。ここではご意見の一部を紹介します。 

 
～主なご意見～ 

○基本計画らしくもっと簡潔に分かりやすく表現すべき。 
○一人ひとりがすべきことが分かるよう具体的な記述が必要。 
○住民が自発的、持続的に活動できる仕組みづくりが大切。 
○伏見の歴史や自然を多くの人に伝え、次世代につなげたい。 
○地域活動の拠点となる場やつながりを深める取組が必要。 
○地域社会への若者の参加と担い手づくりを進めるべき。 
○子どもが思い切り遊べる広場が不足。 
○公共交通の利便性を高めてほしい。 
○生活道路は狭く、通過交通が多い。安心して歩ける道づくりが必要。 
など 
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